
(57)【要約】

【課題】フレキシブルプリント回路等の配線集合体につ

いて接続不具合の低減またはコスト削減を実現可能な表

示装置を提供することである。

【解決手段】液晶パネル１０と回路基板２０とは配線集

合体３１，３２によって接続されている。配線集合体３

１は、ソース配線１１用の回路内の配線１０６，１１０

，３０６と、ゲート配線１２用の回路内の配線２０６，

３２６とを含んで構成されている。配線集合体３２は、

配線１０６，１１０，３０６を含むが配線２０６，３２

６を含まずに構成されている。配線集合体３１にのみ設

けられた配線２０６，３２６は配線集合体３１，３２を

構成する全ての配線２０６，３２６，１０６，３０６，

１１０のうちで配列の最も端部に位置している。配線集

合体３２は配線集合体３１と同じ幅を有し配線集合体３

１よりも配線の配列ピッチが大きい。または、配線集合

体３２は配線集合体３１よりも幅が狭い。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 配 線 群 と 第 ２ 配 線 群 と を 含 ん で 構 成 さ れ た 表 示 パ ネ ル と 、
前 記 第 １ 配 線 群 に 接 続 さ れ 前 記 第 １ 配 線 群 へ 電 位 を 供 給 す る 第 １ 回 路 内 の 一 部 と 前 記 第 ２
配 線 群 に 接 続 さ れ 前 記 第 ２ 配 線 群 へ 電 位 を 供 給 す る 第 ２ 回 路 内 の 一 部 と が 設 け ら れ た 回 路
基 板 と 、 前 記 回 路 基 板 と 前 記 表 示 パ ネ ル と を 接 続 す る 複 数 の 配 線 集 合 体 と 、 を 備 え 、
　 前 記 複 数 の 配 線 集 合 体 は 、 前 記 第 １ 回 路 内 の 配 線 と 前 記 第 ２ 回 路 内 の 配 線 と を 有 す る 第
１ 配 線 集 合 体 と 、 前 記 第 １ 回 路 と 前 記 第 ２ 回 路 と の い ず れ か 一 方 の 回 路 内 の 配 線 を 有 す る
が 他 方 の 回 路 内 の 配 線 は 有 さ ず 前 記 第 １ 配 線 集 合 体 よ り も 配 線 本 数 が 少 な い 第 ２ 配 線 集 合
体 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 配 線 集 合 体 に 設 け ら れ た 前 記 他 方 の 回 路 内 の 前 記 配 線 は 前 記 複 数 の 配 線 集 合 体
に お け る 前 記 配 線 の 配 列 の 端 部 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 配 線 集 合 体 は 前 記 第 １ 配 線 集 合 体 と 幅 が 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 配 線 集 合 体 は 前 記 第 １ 配 線 集 合 体 よ り も 幅 が 狭 い こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 装 置 に 係 り 、 具 体 的 に は 回 路 基 板 と 表 示 パ ネ ル と を 接 続 す る 配 線 集 合 体
、 例 え ば フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 （ Flexible　 Printed　 Circuit： Ｆ Ｐ Ｃ ） を 備 え た 表
示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 ソ ー ス 配 線 へ 電 位 を 供 給 す る ソ ー ス 用 回 路 が 設 け ら れ た 回 路
基 板 が ソ ー ス 配 線 の 一 端 の 側 に 配 置 さ れ 、 当 該 ソ ー ス 用 回 路 と ソ ー ス 配 線 と が フ レ キ シ ブ
ル プ リ ン ト 回 路 に よ っ て 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 ゲ ー ト 配 線 へ 電 位 を 供 給 す る ゲ ー ト 用 回 路
が 設 け ら れ た 回 路 基 板 が ゲ ー ト 配 線 の 一 端 の 側 に 配 置 さ れ 、 当 該 ゲ ー ト 回 路 と ゲ ー ト 配 線
と が フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 に よ っ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 他 の 構 成 で は 、 ゲ ー ト 用 回 路 を ソ ー ス 用 回 路 が 設 け ら れ た
回 路 基 板 上 に 設 け ら れ る 。 こ の 構 成 に お い て も 回 路 基 板 と 液 晶 パ ネ ル と の 接 続 に は フ レ キ
シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 が 利 用 さ れ る 。 ま た 、 こ の 構 成 で は 、 ゲ ー ト 用 回 路 か ら ゲ ー ト 配 線 ま
で の 配 線 が 、 回 路 基 板 、 ゲ ー ト 配 線 の 上 記 一 端 の 側 に 最 も 近 い フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路
お よ び 液 晶 パ ネ ル に 渡 っ て 形 成 さ れ 、 あ る い は さ ら に 液 晶 パ ネ ル に 別 途 接 続 さ れ た フ レ キ
シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 を 利 用 し て 形 成 さ れ る 。 こ の 構 成 で は 、 回 路 基 板 と 液 晶 パ ネ ル と を 接
続 す る フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 は 全 て 同 じ 配 線 構 造 、 す な わ ち ソ ー ス 用 回 路 の 配 線 と ゲ
ー ト 用 回 路 の 配 線 と の 両 方 を 有 し た 構 造 の も の が 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ６ ４ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 と 液 晶 パ ネ ル と の 接 続 で は 、 互 い の 多 数 の 配 線 間 で 位 置 ず れ
が 生 じ 、 そ の 結 果 、 接 続 不 具 合 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 こ の 点 は フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路
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と 回 路 基 板 と の 接 続 に つ い て も 同 様 で あ る 。 ま た 、 部 品 の コ ス ト 削 減 と し て 例 え ば フ レ キ
シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 の コ ス ト 削 減 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 等 の 配 線 集 合 体 に つ い て 接 続 不 具 合 の 低 減
ま た は コ ス ト 削 減 を 実 現 可 能 な 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 第 １ 配 線 群 と 第 ２ 配 線 群 と を 含 ん で 構 成 さ れ た 表 示 パ ネ ル と
、 前 記 第 １ 配 線 群 に 接 続 さ れ 前 記 第 １ 配 線 群 へ 電 位 を 供 給 す る 第 １ 回 路 内 の 一 部 と 前 記 第
２ 配 線 群 に 接 続 さ れ 前 記 第 ２ 配 線 群 へ 電 位 を 供 給 す る 第 ２ 回 路 内 の 一 部 と が 設 け ら れ た 回
路 基 板 と 、 前 記 回 路 基 板 と 前 記 表 示 パ ネ ル と を 接 続 す る 複 数 の 配 線 集 合 体 と 、 を 備 え 、 前
記 複 数 の 配 線 集 合 体 は 、 前 記 第 １ 回 路 内 の 配 線 と 前 記 第 ２ 回 路 内 の 配 線 と を 有 す る 第 １ 配
線 集 合 体 と 、 前 記 第 １ 回 路 と 前 記 第 ２ 回 路 と の い ず れ か 一 方 の 回 路 内 の 配 線 を 有 す る が 他
方 の 回 路 内 の 配 線 は 有 さ ず 前 記 第 １ 配 線 集 合 体 よ り も 配 線 本 数 が 少 な い 第 ２ 配 線 集 合 体 と
、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 配 線 集 合 体 に 設 け ら れ た 前 記 他 方 の 回 路 内 の 前 記 配 線 は 前 記 複 数 の 配 線
集 合 体 に お け る 前 記 配 線 の 配 列 の 端 部 に 位 置 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ 配 線 集 合 体 は 前 記 第 １ 配 線 集 合 体 と 幅 が 同 じ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ 配 線 集 合 体 は 前 記 第 １ 配 線 集 合 体 よ り も 幅 が 狭 い こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 表 示 装 置 に つ い て 、 配 線 集 合 体 の 接 続 不 具 合 を 低 減 す る こ と が で き
、 ま た は 、 配 線 集 合 体 の コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 図 面 を 用 い て 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 表 示 装 置 １ の 概 略 的 な ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 図 １ に 示 す
よ う に 、 表 示 装 置 １ は 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ と 、 ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ と 、 ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０
と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ ０ は 、 複 数 の ソ ー ス 配 線 １ １ と 、 複 数 の ゲ ー ト 配 線 １ ２ と を 含 ん で 構 成 さ
れ て い る 。 複 数 の ソ ー ス 配 線 １ １ は 平 面 視 上 ス ト ラ イ プ 状 に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、
各 ソ ー ス 配 線 １ １ は 全 体 と し て 縦 方 向 に 延 在 し 、 当 該 延 在 方 向 に 交 差 す る 方 向 （ 図 １ で は
横 方 向 ） に そ れ ら の ソ ー ス 配 線 １ １ が 配 列 さ れ て い る 。 ま た 、 複 数 の ゲ ー ト 配 線 １ ２ は 平
面 視 上 ス ト ラ イ プ 状 に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 各 ゲ ー ト 配 線 １ ２ は 全 体 と し て 横 方 向
に 延 在 し 、 当 該 延 在 方 向 に 交 差 す る 方 向 （ 図 １ で は 縦 方 向 ） に そ れ ら の ゲ ー ト 配 線 １ ２ が
配 列 さ れ て い る 。 な お 、 ソ ー ス 配 線 １ １ と ゲ ー ト 配 線 １ ２ と は 、 平 面 視 上 交 差 し て い る が
、 直 接 に は 接 触 し て お ら ず 、 い わ ば 立 体 交 差 を し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ ０ は 、 さ ら に 、 ソ ー ス 配 線 １ １ と ゲ ー ト 配 線 １ ２ と の 各 交 差 点 付 近 に 配 置
さ れ た 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin　 Film　 Transistor） １ ３ と 、 各 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ に 接 続 さ れ た 画
素 電 極 １ ４ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ の ソ ー ス が ソ ー ス 配
線 １ １ に 接 続 さ れ 、 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ の ド レ イ ン が 画 素 電 極 １ ４ に 接 続 さ れ 、 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ １
３ の ゲ ー ト が ゲ ー ト 配 線 １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 各 画 素 電 極 １ ４ が 、 明 る さ が 変 化
す る 領 域 と し て 視 認 さ れ る 各 画 素 に 対 応 す る 。 図 １ で は 図 面 の 煩 雑 を 避 け る た め 画 素 Ｔ Ｆ
Ｔ １ ３ と 画 素 電 極 １ ４ と を １ 組 だ け 図 示 し て い る が 、 各 ソ ー ス 配 線 １ １ に は 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ １
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３ が 複 数 接 続 さ れ 、 各 ゲ ー ト 配 線 １ ２ に は 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ が 複 数 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に
よ り 、 複 数 の 画 素 電 極 １ ４ 、 換 言 す れ ば 複 数 の 画 素 が 液 晶 パ ネ ル １ ０ に お い て ２ 次 元 的 に
、 例 え ば マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 各 画 素 電 極 １ ４ に は 、 そ の 画 素 電 極 １ ４ に 接 続 さ れ た 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３
お よ び ソ ー ス 配 線 １ １ を 介 し て 、 対 応 す る 画 素 の 表 示 に 応 じ た 電 位 が 供 給 さ れ る 。 ま た 、
当 該 電 位 を 印 加 す る 画 素 電 極 １ ４ の 選 択 、 換 言 す れ ば 画 素 の 選 択 は ゲ ー ト 配 線 １ ２ へ の 選
択 的 な 電 位 印 加 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ と 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ と
、 配 線 １ １ ０ と 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 複 数 の ソ ー ス 配 線 １ １ す な
わ ち ソ ー ス 配 線 群 １ １ Ｇ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ は 、 入 力 映 像 信 号 に 応 じ て ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ 用 の
各 種 信 号 を 生 成 し て ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ へ 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ
り ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ を 制 御 す る 。 上 記 各 種 信 号 と し て 、 タ イ ミ ン グ 信 号 、 各 画 素 の
表 示 デ ー タ 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ の 各 出 力 端 に は 配 線 １ １ ０ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 各 配 線 １ １ ０ の
他 端 に ソ ー ス 配 線 １ １ に 接 続 さ れ て お り 、 こ れ に よ り ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ が ソ ー ス 配 線 群
１ １ Ｇ に 接 続 さ れ て い る 。 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ か
ら の 上 記 各 種 信 号 に 基 づ い て 、 各 ソ ー ス 配 線 １ １ に 印 加 す る 電 位 を 生 成 し 所 定 の タ イ ミ ン
グ で 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ソ ー ス 配 線 １ １ へ の 電 位 印 加 は 、 全 て の ソ ー ス 配 線
１ １ に 対 し て 同 時 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 電 源 回 路 ３ ０ ２ は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ お よ び ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ に 各
種 電 源 を 供 給 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ と 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ と
、 配 線 ２ １ ４ と 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 複 数 の ゲ ー ト 配 線 １ ２ す な
わ ち ゲ ー ト 配 線 群 １ ２ Ｇ に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 こ こ で は 電 源 回 路 ３ ０ ２ を ソ ー ス 用 回
路 １ ０ ０ と 共 有 す る 場 合 を 例 示 す る が 、 各 回 路 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ に 別 々 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ は 、 入 力 映 像 信 号 に 応 じ て ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ 用 の
各 種 信 号 を 生 成 し て ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ へ 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ
り ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ を 制 御 す る 。 上 記 各 種 信 号 と し て 、 タ イ ミ ン グ 信 号 等 が 含 ま れ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ の 各 出 力 端 に は 配 線 ２ １ ４ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 各 配 線 ２ １ ４ の
他 端 に ゲ ー ト 配 線 １ ２ に 接 続 さ れ て お り 、 こ れ に よ り ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ が ゲ ー ト 配 線 群
１ ２ Ｇ に 接 続 さ れ て い る 。 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ か
ら の 上 記 各 種 信 号 に 基 づ い て 、 各 ゲ ー ト 配 線 １ ２ に 印 加 す る 電 位 を 生 成 し 所 定 の タ イ ミ ン
グ で 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 配 線 １ ２ へ の 電 位 印 加 は 、 ゲ ー ト 配 線 １ ２ を
順 次 に 選 択 し て 、 す な わ ち 走 査 し て 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 選 択 さ れ た ゲ ー ト 配 線 １ ２ に 接
続 さ れ た 複 数 の 画 素 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ に 同 時 に ゲ ー ト 電 位 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 電 源 回 路 ３ ０ ２ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ お よ び ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ に 各
種 電 源 を 供 給 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ お よ び ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ の 上 記 構 成 は 一 例 で あ り 、 例 え ば
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上 記 以 外 の 各 種 回 路 を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 表 示 装 置 １ の 概 略 的 な 構 成 図 を 示 し 、 図 ３ ～ 図 ５ に 表 示 装 置 １ の 一 部 拡 大 平 面 図
を 示 す 。 図 １ に 加 え て 図 ２ ～ 図 ５ を 参 照 し つ つ 、 表 示 装 置 １ の よ り 具 体 的 な 構 成 を 説 明 す
る 。 な お 、 図 ２ で は 、 図 面 の 煩 雑 を 避 け る た め に 、 ソ ー ス 配 線 １ １ 、 ゲ ー ト 配 線 １ ２ 等 の
各 種 配 線 の 本 数 を 減 ら し て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 表 示 装 置 １ は 、 外 観 視 に お い て 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ と 、 回 路 基 板 ２ ０
と 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ ， ４ １ ， ４ ２ と に 大 別 さ れ 、 こ れ ら を 利 用 し て 上 記 回 路 １ ０ ０
， ２ ０ ０ が 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 各 配 線 集 合 体 ３ １ ， ４ １ ， ４ ２ が １ 個 、 配 線 集 合 体 ３
２ が ２ 個 の 場 合 を 例 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 回 路 基 板 ２ ０ は 、 例 え ば 各 種 の プ リ ン ト 配 線 板 （ Printed　 Wiring　 Boards：
Ｐ Ｗ Ｂ ） に よ っ て 構 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ ， ４ １ ， ４ ２ は そ れ ぞ れ 複 数 の 配 線 が 一 体 的 に ま と め ら れ
た 単 一 の 部 品 で あ る 。 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ ， ４ １ ， ４ ２ は 、 例 え ば 、 可 撓 性 の 絶 縁 性 フ
ィ ル ム ３ ３ （ 図 ３ ～ 図 ５ 参 照 ） 上 に 複 数 の 配 線 が 印 刷 等 に よ っ て 設 け ら れ た 構 成 、 あ る い
は 、 複 数 の 配 線 が 可 撓 性 の 絶 縁 性 フ ィ ル ム ３ ３ で 挟 み 込 ま れ て 埋 設 さ れ た 構 造 を 有 し 、 例
え ば 各 種 の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 に よ っ て 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 上 記 構
成 で は 、 複 数 の 配 線 は 実 質 的 に 同 一 平 面 内 に 配 置 さ れ て い る 。 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ は そ
れ ぞ れ ソ ー ス 配 線 １ １ の 一 端 の 側 に お い て 液 晶 パ ネ ル １ ０ と 回 路 基 板 ２ ０ と を 互 い に 接 続
し て い る 。 配 線 集 合 体 ４ １ ， ４ ２ は そ れ ぞ れ ゲ ー ト 配 線 １ ２ の 一 端 の 側 に お い て 液 晶 パ ネ
ル １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 回 路 基 板 ２ ０ と 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ と の 間 で の 配 線 接
続 は 例 え ば 圧 着 接 続 法 に よ っ て 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ ， ４ １ ， ４
２ と 液 晶 パ ネ ル １ ０ と の 間 で の 配 線 接 続 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ の 構 成 に お い て 、 図 １ の ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ と
、 図 １ の ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ に 対 応 す る ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ （ Integrated　 Circuit
） １ ０ ８ と 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ と 、 配 線 １ ０ ４ ， １ ０ ６ ， １ １ ０ ， ３ ０ ４ ， ３ ０ ６ と を 含 ん
で 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ で は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ の 構 成 の 詳 細 な 図 示
は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 具 体 的 に は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ の 出 力 端 に は 配 線 １ ０ ４ の 一 端 が 接 続 さ れ
、 配 線 １ ０ ４ の 他 端 が 配 線 １ ０ ６ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 １ ０ ６ の 他 端 が ソ ー ス ド ラ イ バ
Ｉ Ｃ １ ０ ８ の 入 力 端 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ の 出 力 端 に 配 線
１ １ ０ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 配 線 １ １ ０ の 他 端 が ソ ー ス 配 線 １ １ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。
ま た 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ の 出 力 端 は 配 線 ３ ０ ４ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ０ ４ の 他 端 は 配 線
３ ０ ６ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ０ ６ の 他 端 は ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ の 入 力 端 に 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で は 、 図 １ の ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ を ３ 個 の ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ で 構 成 す
る 場 合 を 例 示 す る 。 こ の 場 合 、 各 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ に 対 し て そ れ ぞ れ 、 上 記 配 線
１ ０ ４ ， １ ０ ６ ， １ １ ０ ， ３ ０ ４ ， ３ ０ ６ が 設 け ら れ 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ の
出 力 端 お よ び 電 源 回 路 ３ ０ ２ の 出 力 端 が 設 け ら れ て い る 。 図 ２ で は 図 面 の 煩 雑 を 避 け る た
め に 各 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ に 対 し て 配 線 １ ０ ４ ， １ ０ ６ ， １ １ ０ を １ 本 ず つ 図 示 し
て い る が 、 表 示 装 置 １ に お い て 配 線 １ ０ ４ ， １ ０ ６ は そ れ ぞ れ 複 数 本 、 配 線 １ １ ０ は 合 計
し て ソ ー ス 配 線 １ １ と 同 数 設 け ら れ て い る （ 図 ３ ～ 図 ５ 参 照 ） 。 な お 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ か
ら の 配 線 ３ ０ ４ ， ３ ０ ６ は 各 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ に 対 し て １ 組 ず つ と す る が 、 こ れ
ら の 配 線 ３ ０ ４ ， ３ ０ ６ を ２ 組 以 上 設 け て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 回 路 構 成 に お い て 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ と 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ と 、 配 線 １
０ ４ ， ３ ０ ４ と は 回 路 基 板 ２ ０ に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ は そ れ ぞ
れ 配 線 １ ０ ６ ， ３ ０ ６ ， １ １ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ に そ れ ぞ れ ソ ー
ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ こ で は 、 配 線 １ ０ ６ ， １ １ ０ ， ３ ０ ６
の 各 本 数 は 各 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ 間 で 等 し い 場 合 を 例 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ を 構 成 す る 配 線 １ ０ ６ ， １ １ ０ ， ３ ０ ６ と ソ ー ス ド ラ イ バ
Ｉ Ｃ １ ０ ８ と は Ｔ Ｃ Ｐ （ Tape　 Carrier　 Package） 構 造 ま た は Ｃ Ｏ Ｆ （ Chip　 on　 Film）
構 造 に よ っ て 一 体 化 し て い る 。 ま た 、 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ の 出 力 端 が 入 力 端 よ り も
多 い 場 合 に は 、 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ に お い て 、 入 力 端 を
回 路 基 板 ２ ０ の 側 の 一 部 に 集 め 、 残 余 の 周 縁 部 に 出 力 端 を 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 で あ っ
て も 、 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 配 線 １ １ ０ の 他 端 は 全 て 液 晶 パ ネ
ル １ ０ の 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 １ の ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ と 、 図 １ の ゲ ー ト
ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ に 対 応 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ と 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ と 、 配 線 ２ ０
４ ， ２ ０ ６ ， ２ ０ ８ ， ２ １ ０ ， ２ １ ４ ， ２ １ ６ ， ２ １ ８ ， ２ ２ ０ ， ３ ２ ４ ， ３ ２ ６ ， ３ ２
８ ， ３ ３ ０ ， ３ ３ ２ ， ３ ３ ４ ， ３ ３ ６ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 図 １ の ゲ ー
ト ド ラ イ バ ２ １ ２ Ａ を ２ 個 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ で 構 成 す る 場 合 を 例 示 す る 。 な お
、 図 ２ で は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ の 構 成 の 詳 細 な 図 示 は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ の 出 力 端 に は 配 線 ２ ０ ４ の 一 端 が 接 続 さ れ
、 配 線 ２ ０ ４ の 他 端 が 配 線 ２ ０ ６ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ２ ０ ６ の 他 端 が 配 線 ２ ０ ８ の 一
端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ２ ０ ８ の 他 端 が 配 線 ２ １ ０ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ２ １ ０ の 他 端 が 一
方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ の 入 力 端 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 当 該 一 方 の ゲ ー ト ド ラ
イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ の 出 力 端 に 配 線 ２ １ ４ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 配 線 ２ １ ４ の 他 端 が ゲ ー ト 配 線
１ ２ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 一 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ は 入 力 端 に 入 力 さ れ
た 信 号 を そ の ま ま 出 力 す る 出 力 端 を 有 し て お り 、 当 該 出 力 端 に 配 線 ２ １ ６ の 一 端 が 接 続 さ
れ 、 配 線 ２ １ ６ の 他 端 が 配 線 ２ １ ８ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ２ １ ８ の 他 端 が 配 線 ２ ２ ０ の
一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ２ ２ ０ の 他 端 が 他 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ の 入 力 端 に 接 続 さ
れ て い る 。 当 該 他 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ の 出 力 端 に も 配 線 ２ １ ４ の 一 端 が 接 続 さ
れ 、 配 線 ２ １ ４ の 他 端 が ゲ ー ト 配 線 １ ２ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ の 出 力 端 に 配 線 ３ ２ ４ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ２ ４ の 他 端 が 配
線 ３ ２ ６ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ２ ６ の 他 端 が 配 線 ３ ２ ８ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ２
８ の 他 端 が 配 線 ３ ３ ０ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ３ ０ の 他 端 が 上 記 一 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ
Ｉ Ｃ ２ １ ２ の 入 力 端 に 接 続 さ れ て い る 。 当 該 一 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ は 入 力 端 に
入 力 さ れ た 電 源 電 位 を そ の ま ま 出 力 す る 出 力 端 を 有 し て お り 、 当 該 出 力 端 に 配 線 ３ ３ ２ の
一 端 が 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ３ ２ の 他 端 が 配 線 ３ ３ ４ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ３ ４ の 他 端 が
配 線 ３ ３ ６ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 配 線 ３ ３ ６ の 他 端 が 上 記 他 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２
の 入 力 端 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ で は 図 面 の 煩 雑 を 避 け る た め に 各 配 線 ２ ０ ４ ， ２ ０ ６ ， ２ ０ ８ ， ２ １ ０ ， ２ １ ６ ，
２ １ ８ ， ２ ２ ０ を １ 本 ず つ 図 示 し て い る が 、 表 示 装 置 １ に お い て 配 線 ２ ０ ４ ， ２ ０ ６ ， ２
０ ８ ， ２ １ ０ ， ２ １ ６ ， ２ １ ８ ， ２ ２ ０ は そ れ ぞ れ 複 数 本 、 配 線 ２ １ ４ は 合 計 し て ゲ ー ト
配 線 １ ２ と 同 数 設 け ら れ て い る 。 な お 、 電 源 回 路 ３ ０ ２ か ら の 配 線 ３ ２ ４ ， ３ ２ ６ ， ３ ２
８ ， ３ ３ ０ ， ３ ３ ２ ， ３ ３ ４ ， ３ ３ ６ は １ 組 と す る が 、 こ れ ら の 配 線 ３ ２ ４ ， ３ ２ ６ ， ３
２ ８ ， ３ ３ ０ ， ３ ３ ２ ， ３ ３ ４ ， ３ ３ ６ を ２ 組 以 上 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 上 記 回 路 構 成 に お い て 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ と 、 配 線 ２ ０ ４ と 、 電 源 回 路 ３
０ ２ と 、 配 線 ３ ２ ４ と は 回 路 基 板 ２ ０ に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 配 線 集 合 体 ３ １ は 、 上 記
配 線 １ ０ ６ ， ３ ０ ６ ， １ １ ０ に 加 え さ ら に 配 線 ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
ま た 、 配 線 ２ ０ ８ ， ３ ２ ８ は 液 晶 パ ネ ル １ ０ に 設 け ら れ 、 配 線 ２ １ ０ ， ２ １ ６ ， ３ ３ ０ ，
３ ３ ２ と 上 記 一 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ に 接 続 さ れ た 配 線 ２ １ ４ と を 含 ん で 配 線 集
合 体 ４ １ が 構 成 さ れ 、 配 線 集 合 体 ４ １ に 上 記 一 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ が 設 け ら れ
て い る 。 配 線 ２ １ ８ ， ３ ３ ４ は 液 晶 パ ネ ル １ ０ に 設 け ら れ て い る 。 配 線 ２ ２ ０ ， ３ ３ ６ と
上 記 他 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ に 接 続 さ れ た 配 線 ２ １ ４ と を 含 ん で 配 線 集 合 体 ４ ２
が 構 成 さ れ 、 配 線 集 合 体 ４ ２ に 上 記 他 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 配 線 集 合 体 ４ １ を 構 成 す る 配 線 ２ １ ０ ， ２ １ ４ ， ２ １ ６ ， ３ ３ ０ ， ３ ３ ２ と 上 記
一 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ と は Ｔ Ｃ Ｐ 構 造 ま た は Ｃ Ｏ Ｆ 構 造 に よ っ て 一 体 化 し て お
り 、 配 線 集 合 体 ４ ２ を 構 成 す る 配 線 ２ ２ ０ ， ２ １ ４ ， ３ ３ ６ と 上 記 他 方 の ゲ ー ト ド ラ イ バ
Ｉ Ｃ ２ １ ２ と は Ｔ Ｃ Ｐ 構 造 ま た は Ｃ Ｏ Ｆ 構 造 に よ っ て 一 体 化 し て い る 。 ま た 、 ゲ ー ト ド ラ
イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ の 出 力 端 お よ び 配 線 ２ １ ４ は 液 晶 パ ネ ル １ ０ の 側 に 設 け ら れ 、 こ れ ら に 交
差 し な い よ う に 迂 回 し て ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ の 入 力 端 お よ び 他 の 配 線 ２ １ ０ ， ２ １
６ ， ２ ２ ０ ， ３ ３ ０ ， ３ ３ ２ ， ３ ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 回 路 基 板 ２ ０ と 液 晶 パ ネ ル １ ０ と が 複 数 の 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ に
よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 こ の と き 、 配 線 集 合 体 ３ １ は 、 ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ 内 の 配 線 １ ０
６ ， １ １ ０ ， ３ ０ ６ と ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ 内 の 配 線 ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ と を 有 し て い る 。 こ れ
に 対 し 、 配 線 集 合 体 ３ ２ は 、 ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ 内 の 配 線 １ ０ ６ ， １ １ ０ ， ３ ０ ６ を 有 す
る が 、 ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ 内 の い ず れ の 配 線 も 有 し て い な い 。 ま た 、 上 記 の よ う に 配 線 １
０ ６ ， １ １ ０ ， ３ ０ ６ の 各 本 数 が 各 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ 間 で 等 し い 場 合 、 配 線 集 合 体 ３
２ の 方 が 配 線 集 合 体 ３ １ よ り も 、 ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ 内 の 配 線 ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ の 分 だ け 、
配 線 の 合 計 本 数 が 少 な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 構 造 の 異 な る ２ 種 類 の 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ の 両 方 を 利 用 す る こ と に よ り 、
配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ の 幅 ｗ ３ １ ， ｗ ３ ２ に 関 し て 次 の 構 成 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま ず 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 配 線 集 合 体 ３ ２ の 幅 ｗ ３ ２ を 配 線 集 合 体 ３ １ の 幅
ｗ ３ １ と 同 じ に し た 場 合 に は 、 配 線 集 合 体 ３ ２ の 配 線 の 配 列 ピ ッ チ を 配 線 集 合 体 ３ １ の そ
れ よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 配 線 １ ０ ６ ， ３ ０ ６ と 回 路 基 板 ２ ０ の 配
線 １ ０ ４ ， ３ ０ ４ と の 接 続 不 具 合 を 低 減 す る こ と が で き る 。 配 線 １ １ ０ と 液 晶 パ ネ ル １ ０
の ソ ー ス 配 線 １ １ と の 接 続 に つ い て も 同 様 で あ る 。 ま た 、 配 線 配 列 ピ ッ チ の 拡 大 に 伴 っ て
配 線 幅 を 拡 大 す る こ と が 可 能 に な り 、 そ の 場 合 に は 上 記 接 続 不 具 合 を よ り い っ そ う 低 減 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 配 線 集 合 体 ３ １ の 幅 ｗ ３ １ と は 、 配 線 １ ０ ６ ， ３ ０ ６ ， ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ の 配 列 方
向 ま た は 配 線 １ １ ０ ， ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ の 配 列 方 向 に お け る 寸 法 を 言 い 、 回 路 基 板 ２ ０ 側 と
液 晶 パ ネ ル １ ０ 側 と で 幅 が 異 な る 場 合 （ 図 ３ 参 照 ） に は 大 き い 方 の 幅 を 言 う も の と す る 。
配 線 集 合 体 ３ ２ の 幅 ｗ ３ ２ に つ い て も 同 様 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 配 線 集 合 体 ３ ２ の 幅 ｗ ３ ２ を 配 線 集 合 体
３ １ の 幅 ｗ ３ １ よ り も 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 に は 配 線 集 合 体 ３ ２ の コ ス
ト を 配 線 集 合 体 ３ １ の そ れ よ り も 削 減 す る こ と が で き る 。 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ を 構 成 す
る 絶 縁 性 フ ィ ル ム ３ ３ は 長 尺 の 絶 縁 性 テ ー プ を 切 り 出 し て 形 成 さ れ 、 当 該 絶 縁 性 テ ー プ の
幅 に よ っ て 、 絶 縁 性 フ ィ ル ム ３ ３ の 幅 、 す な わ ち 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ の 幅 ｗ ３ １ ， ｗ ３
２ が 決 ま る 。 こ の 絶 縁 性 テ ー プ の 幅 は 一 般 的 に 規 格 化 さ れ て お り 、 １ 段 階 で も 幅 の 狭 い 規
格 に 変 更 で き れ ば 、 コ ス ト 削 減 効 果 は 大 き い 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 構 成 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 配 線 集 合 体 ３ １ は 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ の 配 列 に お
い て 最 も 端 部 （ こ こ で は ゲ ー ト 配 線 １ ２ の 上 記 一 端 の 側 ） に 配 置 さ れ 、 し か も 配 線 集 合 体
３ １ 内 に お い て ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ の 配 線 ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ は 配 線 集 合 体 ３ ２ か ら 最 も 遠 く
に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 配 線 集 合 体 ３ １ に の み 設 け ら れ た ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ 内 の
配 線 ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ は 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ を 構 成 す る 全 て の 配 線 ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ ， １ ０
６ ， ３ ０ ６ ， １ １ ０ の う ち で こ れ ら の 配 線 の 配 列 の 最 も 端 部 に 位 置 し て い る 。 こ の た め 、
配 線 集 合 体 ３ ２ よ り も 配 線 集 合 体 ３ １ に 近 い 側 （ こ こ で は ゲ ー ト 配 線 １ ２ の 上 記 一 端 の 側
） に 配 線 集 合 体 ４ １ ， ４ ２ お よ び ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ を 設 け る こ と に よ っ て 、 ソ ー
ス 配 線 １ １ 等 を 横 切 る こ と な く 、 ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ を 設 け る こ と が で き る 。 こ れ に よ り
、 配 線 間 で の 信 号 干 渉 を 受 け る こ と が な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 図 ２ で は 、 配 線 ２ ０ ６ の 方 が 配 線 ３ ２ ６ よ り も 端 部 に 位 置 す る 場 合 を 例 示 し て い
る が 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ お よ び 電 源 回 路 ３ ０ ２ の 配 置 形 態 に よ っ て は 、 配 線
３ ２ ６ の 方 を よ り 端 部 側 に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。 同 様 に 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １
０ ２ お よ び 電 源 回 路 ３ ０ ２ の 配 置 形 態 に よ っ て は 、 配 線 １ ０ ６ と 配 線 ３ ０ ６ と の 配 置 位 置
を 図 示 の 例 と は 逆 に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 上 記 で は ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ が Ｔ Ｃ Ｐ 構 造 ま た は Ｃ Ｏ Ｐ 構 造 に よ っ て 配 線
集 合 体 ３ １ ， ３ ２ と 一 体 化 し た 場 合 を 説 明 し た が 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ８ Ａ を 液 晶 パ ネ ル
１ ０ の 周 縁 部 に 形 成 し 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ に は 設 け な い 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る
。 こ の 場 合 に も 、 配 線 集 合 体 ３ １ を ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ の 配 線 お よ び ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０
の 配 線 を 含 め た 構 成 と し 、 配 線 集 合 体 ３ ２ を ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ の 配 線 を 含 め る 一 方 で ゲ
ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ の 配 線 を 含 め な い 構 成 と す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 記 で は 可 撓 性 の 絶 縁 フ ィ ル ム ３ ３ を 利 用 す る こ と に よ っ て 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３
２ が 可 撓 性 を 有 す る 場 合 を 例 示 し た が 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ を 剛 性 体 と し て 構 成 す る こ
と も 可 能 で あ る 。 可 撓 性 の 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２ の 場 合 、 例 え ば 、 配 線 集 合 体 ３ １ ， ３ ２
を 折 り 曲 げ る こ と に よ っ て 回 路 基 板 ２ ０ を 液 晶 パ ネ ル １ ０ の 背 面 側 に 配 置 す る こ と が で き
、 表 示 装 置 １ の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。 配 線 集 合 体 ４ １ ， ４ ２ に つ い て も 同 様 で あ る
。 ま た 、 上 記 で は 回 路 基 板 ２ ０ を プ リ ン ト 配 線 板 で 構 成 す る 場 合 を 例 示 し た が 、 回 路 基 板
２ ０ を 例 え ば 可 撓 性 の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 に よ っ て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 記 構 成 と は 違 え て 、 ソ ー ス 用 回 路 １ ０ ０ と ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ と を 入 れ 替 え て
も よ い 。 具 体 的 に は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ０ ２ と ゲ ー ト ド ラ イ バ 制 御 回 路 ２ ０ ２ と
を 入 れ 替 え 、 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ と ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ と を 入 れ 替 え 、 入 れ
替 え 後 の ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ １ ０ ８ お よ び ゲ ー ト ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ２ １ ２ が ソ ー ス 配 線 １ １ お
よ び ゲ ー ト 配 線 １ ２ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る よ う に 液 晶 パ ネ ル １ ０ に 接 続 す る 構 成 に し て も
よ い 。 こ の 構 成 で は 、 配 線 集 合 体 ３ １ は ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ の 配 線 お よ び ソ ー ス 用 回 路 １
０ ０ の 配 線 を 有 す る が 、 配 線 集 合 体 ３ ２ は ゲ ー ト 用 回 路 ２ ０ ０ の 配 線 を 有 す る が ソ ー ス 用
回 路 １ ０ ０ の 配 線 を 有 さ な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ に 替 え て 、 他 の 表 示 パ ネ ル 、 例 え ば エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス （
Electro　 Luminescence： Ｅ Ｌ ） パ ネ ル や 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル （ Plasma　 Displ
ay　 Panel： Ｐ Ｄ Ｐ ） を 適 用 し て 表 示 装 置 １ を 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 画 素 電
極 １ ４ の 電 位 制 御 用 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て 、 上 記 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ に 替 え て 、 例 え ば Ｍ Ｉ
Ｍ （ Metal　 Insulator　 Metal） 素 子 を 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 表 示 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 表 示 装 置 の 一 部 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 表 示 装 置 の 一 部 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 表 示 装 置 の 一 部 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ 　 表 示 装 置 、 １ ０ 　 液 晶 パ ネ ル （ 表 示 パ ネ ル ） 、 １ １ Ｇ 　 ソ ー ス 配 線 群 （ 第 １ ま た は
第 ２ 配 線 群 ） 、 １ ２ Ｇ 　 ゲ ー ト 配 線 群 （ 第 ２ ま た は 第 １ 配 線 群 ） 、 ２ ０ 　 回 路 基 板 、 ３ １
　 配 線 集 合 体 （ 第 １ ま た は 第 ２ 配 線 集 合 体 ） 、 ３ ２ 　 配 線 集 合 体 （ 第 ２ ま た は 第 １ 配 線 集
合 体 ） 、 １ ０ ０ 　 ソ ー ス 用 回 路 （ 第 １ ま た は 第 ２ 回 路 ） 、 １ ０ ６ ， １ １ ０ ， ３ ０ ６ 　 配 線
、 １ ０ ８ 　 ソ ー ス ド ラ イ バ Ｉ Ｃ （ 集 積 回 路 ） 、 ２ ０ ０ 　 ゲ ー ト 用 回 路 （ 第 ２ ま た は 第 １ 回
路 ） 、 ２ ０ ６ ， ３ ２ ６ 　 配 線 、 ｗ ３ １ ， ｗ ３ ２ 　 幅 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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